酸素、硫化水素等濃度測定記録表
	受注者
	〇〇建設株式会社
	測定条件
	換気前・換気後

	現場代理人
	〇〇　〇〇
	圧気工事※1
	有・無

	工事件名
	新宿区西新宿二丁目付近再構築工事
	測定者
	〇〇〇〇

	測定日時
	〇〇年〇〇月〇〇日午前〇〇時〇〇分
	人孔番号
	〇〇〇〇

	測定場所
	〇〇区〇〇丁目〇〇番地先
	測定器名
	〇〇－〇〇〇〇

		測点１
	イ
	ロ
	ハ

	温度（℃）
	23.0
	23.0
	23.0

	酸素濃度（％）
	20.8
	20.9
	20.9

	硫化水素濃度（ppm）
	0.0
	0.0
	0.0

	可燃性ガス濃度(%LEL)
	0.0
	0.0
	0.0

	一酸化炭素濃度(ppm)
	0.0
	0.0
	0.0

	
	
	
	

	測点２
	イ
	ロ
	ハ

	温度（℃）
	20.9
	20.8
	20.9

	酸素濃度（％）
	0.0
	0.0
	0.0

	硫化水素濃度（ppm）
	22.8
	23.0
	22.9

	可燃性ガス濃度(%LEL)
	0.0
	0.0
	0.0

	一酸化炭素濃度(ppm)
	0.0
	0.0
	0.0

	
	
	
	

	測点３
	イ
	ロ
	[bookmark: _GoBack]ハ

	温度（℃）
	23.0
	22.9
	23.0

	酸素濃度（％）
	20.8
	20.9
	20.8

	硫化水素濃度（ppm）
	0.0
	0.0
	0.0

	可燃性ガス濃度(%LEL)
	0.0
	0.0
	0.0

	一酸化炭素濃度(ppm)
	0.0
	0.0
	0.0


×
測点ロ
測点３
測点２
測点１
測点ハ
測点イ
×
×
×
×
×
※2
(垂直)
(水平)


	
	　（措置）※3


（管きょ用）
※　本記録表は提示書類である。
※　許容値　酸素濃度 18.0％以上、硫化水素濃度 10ppm以下、可燃性ガス30％LEL未満、一酸化炭素50ppm以下
※１　測定場所からおおむね１kmの範囲内の圧気工事の有無
※２　現場規模、酸素欠乏空気の発生状況等に応じ、測点を記入する。図は修正して使用できる。
※３　測定結果に基づいて酸素欠乏症等の防止措置を講じたときは、当該措置の概要を措置欄
に記入する。
酸素、硫化水素等濃度測定記録表
	受注者
	〇〇設備株式会社
	測定条件
	換気前・換気後

	現場代理人
	〇〇　〇〇
	圧気工事※1
	有・無

	工事件名
	〇〇水再生センター〇〇工事
	測定者
	測定場所を表す図を記載
（別添図可）


	測定日時
	〇〇年〇〇月〇〇日午前〇〇時〇〇分
	人孔番号
	測定場所を表す図を記載
（別添図可）


	測定場所
	〇〇系反応槽
	測定器名
	測定場所を表す図を記載
（別添図可）


		測点１
	イ
	ロ
	ハ

	温度（℃）
	23.0
	23.0
	23.0

	酸素濃度（％）
	20.8
	20.9
	20.9

	硫化水素濃度（ppm）
	0.0
	0.0
	0.0

	可燃性ガス濃度(%LEL)
	0.0
	0.0
	0.0

	一酸化炭素濃度(ppm)
	0.0
	0.0
	0.0

	
	
	
	

	測点２
	イ
	ロ
	ハ

	温度（℃）
	22.8
	23.0
	22.9

	酸素濃度（％）
	20.9
	20.8
	20.9

	硫化水素濃度（ppm）
	0.0
	0.0
	0.0

	可燃性ガス濃度(%LEL)
	0.0
	0.0
	0.0

	一酸化炭素濃度(ppm)
	0.0
	0.0
	0.0

	
	
	
	

	測点３
	イ
	ロ
	ハ

	温度（℃）
	23.0
	22.9
	23.0

	酸素濃度（％）
	20.8
	20.9
	20.8

	硫化水素濃度（ppm）
	0.0
	0.0
	0.0

	可燃性ガス濃度(%LEL)
	0.0
	0.0
	0.0

	一酸化炭素濃度(ppm)
	0.0
	0.0
	0.0


※2


	
	　（措置）※3


（水再生センター、ポンプ所用）
※　本記録表は提示書類である。
※　許容値　酸素濃度 18.0％以上、硫化水素 10ppm以下、可燃性ガス30％LEL未満、一酸化炭素50ppm以下
※１　測定場所からおおむね１kmの範囲内の圧気工事の有無
※２　現場規模、酸素欠乏空気の発生状況等に応じ、図及び測点を記入する。
※３　測定結果に基づいて酸素欠乏症等の防止措置を講じたときは、当該措置の概要を措置欄
に記入する。
